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巻 頭 言 

 

学 長   平 塚  明 

 

 2020年3月のWHOによる新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミック宣言以来、今年で 3年目を

迎え、この間、我が国では感染拡大の 8つの波を経験しました。それぞれの波の主なピークは、学生生活の視

点からみると、年度初めや長期休暇の時期と重なっており、その上、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置な

どの活動制限によって、学生は人間形成のためのリアルな体験機会の多くを失うこととなりました。他方、正

課教育の観点からは、教員、学生がオンライン授業を実体験し、学生の学び方や教員の教え方にも大きな変革

が起こりました。これらの経験は、学生のみならず本学の教員にとっても初めてであり、ウィズコロナからポ

ストコロナ時代を見据えたニューノーマルにおける大学教育を刷新する機会ともなりました。 

  このコロナ禍の中、「東京薬科大学研究紀要（第 26号）」は、予定通り発刊される運びとなりました。本号

に掲載される11編（論文6編、報告4編、解説１編）は、内容豊富な示唆に富むものでありました。 

 昨年度の巻頭言でも触れましたが、18歳人口の漸減にともない大学全入時代による大学の大衆化は益々顕著

となり、大学ではウィズコロナ時代に入学した学生の質の変化に対応できる教育力の強化と学習方略の工夫が

求められています。本学では、これまでの遠隔授業の経験を通じて、Webによる授業の配信、Zoomなどを用い

た双方向授業、学習支援システムを利用した課題の送受信や質問への応答など、様々な工夫を凝らして、感染

防止の徹底と質の高い学修機会の確保に努めてまいりました。本号では、ウィズコロナにおける本学の薬学６

年制教育の学修成果の把握・可視化と学修者本位の教育の実現に向けた教育評価について纏められた論文、著

者ご自身の専門領域に関わる論文・報告等が多数寄稿されました。 

 東京薬科大学研究紀要は、本学の教員の研究成果を発表する機関誌であると同時に、各種公開講座などの内

容を記録し公表する冊子でもあります。薬学部並びに生命科学部に所属する教員が自由に研究成果を発表し、

広く学会、教育界そして一般社会に問うていくことは、大変意義あることであります。 

 紀要は大学の遺産とまで言われます。昨年度から続くこのコロナ禍の中で、研究紀要編集委員会の委員の皆

様の真摯かつ献身的な努力と諸先生のご協力によってここに第 26号を刊行することが出来ますことをともに喜

びたいと思います。紀要が核となって、ウィズコロナからポストコロナ時代への本学の教育像とともに、未来

に輝く大学づくりの一助となりますことを心から願っています。また本紀要をお読み頂く皆様方の忌憚のない

ご叱正を頂ければ幸いであります。 

最後になりましたが，第26号の刊行にあたり研究紀要編集委員会の委員の皆様の労に感謝申し上げます。  
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